「環境立島淡路」島民会議設立趣意書

　

淡路島には、これまで島民の手によって守り育てられてきた豊かな自然環境がありますが、これらの「宝」を島民全体が誇りを持って共有し、未来へつなげていくためには、島民自身がそのすばらしさを発掘・再発見するとともに、島民自らの手で保全・創出・再生の取組を進めることが重要です。

現在、淡路島内では、全島一斉清掃をはじめ、廃食用油回収運動などを推進するあわじ菜の花エコプロジェクトや漂着ごみクリーンアップ作戦、道路沿線の緑花等の島内緑花活動やレジ袋減らし隊運動など、島民主体でのさまざまな取組が進められていますが、これらの活動が相互に連携し、淡路島全体の環境島民運動としてさらに積極的な活動を展開するとともに、幅広い島民の参画と協働のもと、島民運動として「環境立島淡路」の取組を進めることが必要です。

そのため、「環境立島淡路」島民会議の設立を提案し、運動への賛同、参画を呼びかけるものです。
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